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例 図 1－3 


















































































































































































































































































































































































 図 1 筆者の制作風景① 紙の裏から描き、表へ透かす。 
 
 






図 4 筆者作《都会の恐竜》 2006 年、54×72㎝、雲肌麻紙に岩絵具,水干絵具,膠 
図 3 フランク・ステラ 








図 5 筆者の制作に使用する薄い和紙 
 
 


























図 9 筆者作《夏を解く》2009年、和紙に顔料、染料、膠、450×200cm 
18 
 
    




   
図 12 筆者の制作風景⑤ 画面内の和紙の    図 13 筆者の制作風景⑥ 和紙そのものが床 
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られている。矢代幸雄『水墨画』岩波書店、1969 年、143-146 頁参考。 
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合も専用の礬水刷毛を用いる。『表具の事典』京都表装協会、2011 年、234 頁参考。 

































第 1節 支持体とは 
    (1)「本紙」と「支持体」の定義 
     (2)「本紙」から「支持体」へ―日本画家の認識の変化― 
第 2節 支持体としての和紙 
    (1)先行研究 
    (2)支持体としての和紙と下地 
第 3節 戦後の日本画における支持体と絵画表現―杉山寧を中心に― 
    (1)杉山寧の作品に見る支持体と絵画表現 



















































































































  唐紙 淡褐色を帯びた紙で支那から輸入する。巾二尺一寸丈四尺六寸を定 





  畫箋紙 色は純白で非常に水を吸收する。(中略)水を吸ふことがひどいの 
  で墨痕忽ち浸潤して不馴れのものには用ひ惡いが、其にじみの爲に雅趣を 
增す處もある。 
   白紙 色は同じく純白で地質は畫箋紙より薄い。其大さは小畫箋よりも少 






   美濃紙 美濃産の紙で一般に行はれる。其礬水をひいたものは日本畫家の 
   摸寫用の紙として役立てられる。 
   雁皮 極めて薄い透明した紙である。版下には雁皮紙と薄美濃とが併せて 















































































































































































































































































































ここでＰ12 号の大きさに描くとすれば、3 尺×6 尺版の紙を縦に 2 枚に切 
り、横に 3 枚に切ると全部で 6 枚になる。これでＰ12 号、Ｆ10 号などを 
6 点描くことができる。反対に大作を描く場合にも、この 3 尺×6 尺版を糊 






















































































































































































































   画紙ノ表面ヲ特殊ナル方法ヲ以テ準備工作ヲナシ、コレニ絵具ガ(水ヲ以 
   テ溶イタモノ)ヨク紙ニ喰ヒ入リ、且ツソノ準備サレテルモノト硬化スル 
   恰モ洋画ノふれすこノ如キ方法ヲ発見シ、コレニ確定セル構図ヲでつさ 





  又之等以上ニ保存ヨク、明イ感ジノヨイモノハふれすこデアツテ殆ド不 
  変色ノ画法デアル。コレハ直接壁ニ描クベキデアルガ自分ハ紙ヲ以テ代 






















































































の出品を控える年が続く 62)。杉山は 1943 年に新文展に出品しているものの、その後は
戦後の 1951 年まで再び展覧会への出品を控えている 63)。そして杉山の表現は、戦後に
大きく変化している。1953 年に制作された《群像》(図 1-15)では、背景にも絵具層の










































































































































































































































































図 1-4 木枠(キャンバス用)にベニヤ板を打ち付けたものを仮張りとして用いる 
 
 
































































































    
図 1-13 杉山寧《野》 
1933年、紙本彩色、           
178.8×178.4㎝、 
東京芸術大学蔵   
図 1-14 杉山寧《海女》


































図 1-19 杉山寧《孔雀》のための素描―孔雀頭部 1956 年、  図 1-20 杉山寧《孔雀》のための素描―羽 1956
年、紙,グァッシュ、48.0×31.7㎝               紙,グァッシュ、65.0×50.3㎝ 
 
 



































図 1-24 徳岡神泉《仔鹿》1961年、紙本彩色、135.8×121 ㎝、東京国立近代美術館蔵 
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第 1節 日本絵画の制作法の概略 
     
第 2節 上村松園の下図に見る紙の貼り継ぎ跡と本画における本紙 
    (1)近代日本画の下図と本画 
    (2)松園の下図に見る紙貼り継ぎの跡 
    (3)松園の本紙と表現 
第 3節 前田青邨の本紙と表現 
(1)青邨の本画に見る跡 























































第 1節 日本絵画の制作法の概略 
 


































































































































































































































































































































































































子》の下図 (図 2-16)や 1907 年制作の《長夜》の下図(図 2-17)、1908 年制作の《月影》
の下図(図 2-18)などそれぞれの下図でも確認でき、その後の表現の展開と共に多く用い
られるようになる。また修正に用いる紙の種類も増えていく。そして、その展開が顕著















































































































































































































































































































































































































































































        
図 2-1 武宗元《朝元仙杖図》部分、宋時代、所蔵先不明 
 
 





































図 2-6《鳥獣人物戯画》甲巻 部分 12世紀、30.6×1149.6㎝、高山寺蔵 
 
 










         
図 2-8 狩野芳崖《悲母観音》下図 
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図 2-18 上村松園《月影》下図 1908年、墨,紙、175.5×101.2㎝、松伯美術館 
122 
 
      
図 2-19 上村松園《娘深雪》下図 1914年、墨,紙、161×88.4 ㎝、松伯美術館 
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図 2-21 松園が使用していた矢立 個人蔵 
                      
                           図 2-22 上村松園《砧》下図 1938 年、墨,紙、206.5×109㎝、松伯美術館蔵 
125 
 
    




図 2-24 制作中の松園 
 
       
図 2-25 上村松園《砧》1938 年、絹本彩色、        図 2-26 上村松園《晩秋》 1943年、絹本彩色、 





図 2-27 上村松園 花がたみ 
1915年、紙,墨、74.5×64.7 ㎝ 








―海女、1934 年、紙,グアッシュ、   
28.5×37.4㎝ 













図 2-32 上村松園 山吹 制作年不詳、紙,墨,淡彩、13.7×23.9㎝、松柏美術館蔵 
 








   
     図 2-36《京名所八題(清水寺)》1916年、 
   紙本墨画、127.8×61 ㎝、東京国立博物館蔵 






  図 2-37《京名所八題(先斗町)》1916 年、 




図 2-38 前田青邨《洞窟の頼朝》 1929年、絹本彩色、189.8×278㎝、大倉集古館蔵 
 
図 2-39 前田青邨《おぼこ》 1944 年、紙本墨画、66.5×90㎝、東京国立近代美術館蔵 
134 
 
         
























































    
図 2-44 前田青邨《蓮台寺の松陰》下図 1967年、95×117 ㎝、東京藝術大学蔵 
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第 1節 加山又造《春秋波濤》における屏風と箔の使用法 
    (1)加山又造と屏風 
    (2)《春秋波濤》における屏風と箔の使用法 
第 2節 三瀬夏之介《ぼくの神さま》の制作に見る継ぎの手法 
    (1)三瀬夏之介と継ぎの手法 





















































































































    








   (中略)しかし、次いで、宗達光琳派展を見た時、我が内にある可能性の光 


















































































































































































































































































































































































































































   本江 あなたの作品に臨場感や迫力がある、って最初に話したけど、それ 








 本江 わかります。そうでなければ、パーツ同士の響きあいも、作品その 
























































































































































































































































































































































図 3-2 三瀬夏之介《ぼくの神さま》2007 年、和紙に墨,胡粉、299×483 ㎝、大原美術館蔵 





図 3-3 加山又造《原始時代》1951 年、紙本彩色、177×223.5 ㎝、東京藝術大学蔵 
 
 




図 3-5 加山又造《冬》1957 年、紙本彩色、128.5×192 ㎝、東京国立近代美術館蔵 
 
 














    





図 3-9 加山又造《火の島》1961年、絹本彩色、六曲一双屏風、各 165.8×364.5 ㎝、今治市大三島美術館蔵 
 
 




図 3-11 加山又造《千羽鶴》1977 年、陶板(番浦史郎)、山種美術館蔵 
176 
 
    
図 3-12 加山又造《鉄赤絵金銀彩白牡丹文大鉢》     図 3-13 加山又造《金摺箔鱗文小袖》1982 年、 
1982年、陶器(番浦史郎)、直径 53㎝            絹(着物) 
 
 




図 3-15 作者不詳《日月山水図屏風》右隻 室町時代、紙本彩色、147×313.5㎝、大阪・天野山金剛寺蔵 
 
図 3-16 作者不詳《日月山水図屏風》左隻 室町時代、紙本彩色、147×313.5㎝、大阪・天野山金剛寺蔵 
 
 







図 3-18 三瀬夏之介《ぼくの神さま》2008 年、和紙に墨,胡粉,アクリル,金箔、270×545㎝、横浜美術館蔵 
(『冬の夏 L’Estate in Inverno』より転載) 
 
 



















図 3-23 ARKO2007 滞在制作風景(『冬の夏 L’Estate in Inverno』より転載) 
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図 3-27 左下作品《フィレンツェ考》2007 年、和紙に墨,胡粉,アクリル,金箔,金属粉,印刷物コラージュ、 
72×84㎝ (『冬の夏 L’Estate in Inverno』より転載) 
   
図 3-28 《日本の絵～小盆地宇宙～》制作風景       図 3-29《ぼくの神さま》制作の最終段階 
























究室、2007 年、37 頁参考。『表具の事典』京都表装協会、2011 年、312 頁参考。 
13)加山又造「絵によせて」『加山又造自選画集』集英社、67頁参考。 
14)加山又造「転機」『白い画布 私の履歴書』日本経済新聞社、1992年、107頁参考。 



















































































第 1節 諏訪直樹と絵画 
 



















続く第 2 節では、《波濤図》の前作の展開に当たる《THE ALPHA AND THE 
OMEGA》シリーズの連作(図 4-2)から《波濤図》にかけての、支持体と絵画表現の関











































































































































































































第 2節 諏訪直樹の《波濤図》における支持体と絵画表現 
 
本節では、諏訪の全画業の中で、シェイプト・キャンバスの形態を取り入れた作品
《THE ALPHA AND THE OMEGA》のシリーズから、翌年の 1980 年に制作された
《波濤図》の立体的な作品にかけて、支持体の形態が大きな変化を遂げていることに
注目した。 
《THE ALPHA AND THE OMEGA》の連作は、図 4-2 のような黄金比の矩形を組
み合わせた作品から、斜めの分割を加えた図 4-5 に見るような作品へと展開している。
まず、《THE ALPHA AND THE OMEGA》の連作に関する評論として、美術評論家
である北澤憲昭の文章が挙げられる。北澤は、図 4-2 のような《THE ALPHA AND 
THE OMEGA》シリーズに関して、キャンバスの外形に従って分割した画面を外形へ
と展開させていく手法と点状の筆跡の関係について言及し、「70 年代半ばにはじまる
絵画復権の動きにとっての記念碑である」と評している 11)。一方、図 4-5 のような《THE 






《THE ALPHA AND THE OMEGA》の連作に関する別の評論としては、美術評論
家の早見堯の文章が挙げられる。早見は、図 4-2 のような《THE ALPHA AND THE 
OMEGA》シリーズについて、黄金比を適用したキャンバスの組み合わせによって有
機的な形が生成され、絵画の物体性が克服されようとしていたと評している 14)。図 4-5 
のような《THE ALPHA AND THE OMEGA》シリーズについては、「かたちの連動
は強まっているが、それを半ば抑制し半ば強調すべくカンヴァスはさらに厚くなって
いる」とする 15)。 
北澤、早見の《THE ALPHA AND THE OMEGA》シリーズに対する評論からは、
支持体の形態と画面の形が連動していくことによって表現される作品であることが読























































を発表する 1 年前の 1979 年に行われたものである。その対談の中で、早見は、《波濤




























《THE ALPHA AND THE OMEGA》の矩形による垂直線と水平線を基本とした、
図 4-2 や 4-11 のようなシリーズにおける支持体の厚みは、作品によって一定となって
いないものの、その多くのが 5.6 ㎝の厚みとなっている(なお、1994 年に刊行された
『諏訪直樹作品集』の「諏訪直樹作品総目録」を参照すると、諏訪が引用文中にて「感
覚的に」と述べているように、支持体の厚さがそれぞれ 4 ㎝、5 ㎝となっている前者
のシリーズの作品もいくつか確認できる)。さらに斜めの分割線が入る、図 4-5 や 4-12
のような《THE ALPHA AND THE OMEGA》のシリーズになると、支持体の厚みは、




















ALPHA AND THE OMEGA》シリーズから、《波濤図》シリーズ及び《日月山水》
シリーズへの展開を振り返って述べた文である。まず、その文章の中でも、《THE 




















筆者は《THE ALPHA AND THE OMEGA》のシリーズの実見を行った。支持体の
















図 4-2 や 4-11 から図 4-5 への作品の変化に見るような、水平、垂直線と点状の筆跡及
び色によって「画面の中のイリュージョンとしての形」を探っていたことが推察され






筆致によって、図 4-2 や 4-11 のような作品よりも埋め尽くされていた。うごめく筆致




4-12 のような作品における支持体の厚みは、6.5 ㎝となっており、図 4-2 や 4-11 の作
品より厚みが増している。図 4-5 や 4-12 のような作品の実見からは、支持体の厚みが
増すことによって、作品の実在感も増していた。しかし、図 4-2 や 4-11 のような作品
と見比べると厚みの差は 1 ㎝ほどであり、その差による実在感への効果は、それほど





画面の形が関わっていると考える。図 4-2 や 4-11 のような作品は、水平線と垂直線に
より画面を分割する表現であり、組み合わせる支持体は、通常の矩形のものである。




る実在感との「矛盾」が生じるようになるものと推察する。したがって、図 4-5 や 4-12














































『芸術学研究第 18 号』にて行った考察をまとめたものである。 
























また《波濤図》の画面には、曲線の筆致が入り乱れている。図 4-5 や 4-12 のような



























































4-12 のような《THE ALPHA AND THE OMEGA》のシリーズで作られた形との関わ
りである。改めて《THE ALPHA AND THE OMEGA》シリーズを振り返ると、図 4-5







































    
   一つの四角い画面の中に描くんだという基準のとり方というのは、タブ 
   ローを基準にして考えればそうなんですけれども、たとえば歴史的に見 
   て、日本の屏風絵だとか襖絵だとか、あと扇面画というのがありますね。 
   あれは明らかに、描かれる面の形態、またそれが凹凸を持っていたりす 
   る、それとの関係で画面の中がつくられていくでしょう。ですから、そ 
   れを美術館なんかに展示するときに、平らにのばして展示することが多 
   いんですけれど、あれは基本的に間違っていると思うわけです。むしろ、 




























    
   つまり、歴史というものを個々の作家がどういうふうに設定していくかと 
   いう問題だと思うんですけれども、僕の設定の仕方としては、いま日本の 
   近代美術史をすごく気にしているけれども、本当言うと、ほとんどつまら 
   ないものですよね。現実に作品を見てて、非常につまらない。何でこんな 
   つまらなさを累々と積み上げなければならないのかと。いまだってそうだ 
   と思うんです。それは、何も戦前で終わったわけじゃなくて、戦後の日本 
   の、いわゆる現代美術といわれるものの背負っている課題でもあるという 
   気がするんです。話が大きくなってしまったけれど、そういうことですよ 
   ね。つまり、僕自身というときに全く一人の諏訪直樹というんじゃなくて、 
   日本の近代美術史の中に生きている自分自身というのを、ぼくは考えてい 
   るわけです。そのときに先輩たちがたどってきた、ほとんど敗北の歴史で 
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   あった日本の近代美術史をひっくり返してしまいたいと。大きく言っちゃ 






























































図 4-1 諏訪直樹《波濤図 no.1、2》1980年、個展「波濤図」展示風景 
 



















図 4-6 諏訪直樹《日月山水 1、2》1982年、綿布,アクリル絵具、各 210×〔80＋50＋130〕㎝、個展「日月山水」
展示風景 
 























図 4-11 諏訪直樹 上《THE ALPHA AND THE OMEGA M-1》1978年、綿布, アクリル絵具、110×145×5.6㎝ 
下《THE ALPHA AND THE OMEGA M-2》1978年、綿布, アクリル絵具、125×145×5.6㎝ 
 
 










































図 4-16 諏訪直樹《くらくもえている風景》1980 年、綿布,アクリル絵具、76×87×35cm、東京都現代美術館蔵 
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1) シェイプト・キャンバス 形づくられたキャンバスのことであり、アメリカの作家 
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第 1節 筆者の制作における和紙と絵画表現 
(1)基本となる紙継ぎ 
(2)基本となる描画 
第 2節 紙継ぎの展開 
(1)紙継ぎによる描画 
(2)紙継ぎによる描画と作品の外形 

























第 2 節では、《地をとらえる》から主に紙継ぎの手法を観点に制作した作品を 6 点取
り上げ、紙継ぎの展開について考察していく。特に展開した紙継ぎの手法は、画面内の
空間だけでなく、作品の外形や実際の展示空間との関わりを持つようになった。この紙
継ぎによる自作と展示空間との関わりについての考察を、第 3 節にて行う。 








































































































































































































































































第 1 項では、紙継ぎが主に画面内に関わるものとして、筆者が 2012 年に制作した《地






を検討した作品として、筆者が 2012 年に制作した《地を透かす》(図 5-28)、2013 年に
制作した《道標－地をつなぐ》(図 5-29)、《地を抱く》(図 5-30)、2014 年に制作した《軌




















作品 1 点を継ぎ合わせ、一つの画面とすることを目指した。 
1 喰い裂きによる紙継ぎ 
 まず、《地をつなぐ》の制作にあたって、異なる 2 作品を繋ぐための中央作品を制作





















































































































































可能となった。紙継ぎによる流れの表現では、図 5-56 から図 5-59 に段階を追って示す
ように、上述した余白部分の流れの描画を一度カッターナイフで切り取り、物理的に分




























































































































































試みた(図 5-92 の左上円形の枠線内) 
また、赤い山の上には図 5-86 に示す渦巻く雲を配置した。この雲の部分は、はじめ












































































《地をつなぐ》(2012 年)の展示空間は、天井高が 280 ㎝ほどの空間であった。《地を


















































































































































     
























図 5-4 《地をとらえる》制作経過  
紙片の大きさや形に配慮しながら、リズムを付けて継いだところ。継がれた紙片を見てみると、紙片に残った水の跡も複
雑に継がれていることが確認できる。この継がれた水の跡が後の描画によって、川の両脇に広がる土手や林となって表れ












































図 5-10 筆者作《軌跡/軌道》 2014年、和紙に顔料,染料,膠,古紙、194×194㎝ 
 
  
図 5-11 《軌跡/軌道》制作経過①          図 5-12 《軌跡/軌道》制作経過② 
 図 5-1と同様に、掌ほどの紙片に藍色の染料を塗り、で   水の跡の残る紙片を適宜選び取り、上図のように並べ 
きるだけ無作為に水を垂らす。上図の向かって右側の紙片  ながら流れの道筋を検討していく。 
は、乾燥したものである。この乾燥後の紙片から紙継ぎに   




   







   






























   
図 5-20 《軌跡/軌道》制作経過⑩             図 5-21 《軌跡/軌道》制作経過⑪ 
紙の裏から塗った藍色は、和紙に染み込む際、繊維によって塗り   塗りむらの現れた紙は、画面上で山から立ち込 
むらとなって現れる。                     める霧や雲のように見えてくる。 
 














図 5-22 《軌跡/軌道》制作経過⑫ 
筆の毛先を利用して毛のように細い線を無数に引
きながら、色の濃淡を加えていく。 



































               
図 5-26筆者作《地をつなぐ》2012 年、          図 5-27 筆者作《地をつなぐ》2013年、 
和紙に顔料,染料,膠、320×150 ㎝            和紙,絹に顔料,染料,膠,箔,古紙、375×180㎝ 
 
         
図 5-28 筆者作《地を透かす》2012 年、        図 5-29 筆者作《道標－地をつなぐ》2013年、 
和紙に顔料,染料,膠、772×222 ㎝            和紙に顔料,染料,膠,箔,経木 510×150㎝ 
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図 5-30 筆者作《地を抱く》(中央作品 飛鳥 Art Village2012 記録集より転載)2013年、 
和紙に顔料,染料,膠,古紙,洋紙,宣紙箔、541×272cm 
 
   
図 5-31   筆者作《軌道》2014年、和紙,宣紙に顔料,染料,膠,箔,古紙、400×620cm 
262 
 
           
          図 5-32 《地をつなぐ》制作経過① 
 三作品を合わせて全体像を確認する。上図の段階ではそれぞれ独立した状態のままであるが、ここから三作品を継ぐこ
とによって一つの作品にまとめていく。 
     
図 5-33 《地をつなぐ》の   図 5-34 《地をつなぐ》の    図 5-35 《地をつなぐ》の下部に 
上部に用いる作品        中央部に用いる作品      用いる作品 
 2011年に制作した《つくばから》  上図は、図 5-25の状態から彩色   2010年に制作した《星月町》は画面最 





図 5-36《地をつなぐ》中央部   図 5-37《地をつなぐ》中央部  図 5-38《地をつなぐ》中央部 
制作経過①           制作経過②           制作経過③ 
裏から胡粉(白色の顔料)で描き、   紙に水で線を引き、断面を食い   断面に露出した和紙の繊維の様子。この 
表から藍色の染料を塗り、水を垂ら  裂き状にしながら分割し、各部分  繊維を継ぐため、継ぎ跡は裁ち落した場合 
す。                ごとに描いていく。        より目立ちにくくなる。 
 
  
図 5-39 《地をつなぐ》制作経過②        図 5-40 《地をつなぐ》制作経過③ 
 紙の断面を食い裂き状にして継いだところに描く。   紙継ぎを馴染ませて、裏打ちをしたところ。実際の天井高 
この作業を繰り返していくことで、一つの画面へと近  を想定し、全体のバランスを整えながら紙継ぎと描画で仕上げ 
づけていく。                    る。 
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図 5-41 《地をつなぐ》制作経過①         図 5-42 《地をつなぐ》制作経過② 
 上図のように描いてから紙片の外形を決定させた。水    山に見立てた和紙を継ぎながら、山の連なりや位置を 




    
図 5-43 《地をつなぐ》制作経過③          図 5-44 《地をつなぐ》制作経過④ 
 山の連なりの奥行きは、実際の和紙を継ぐ際の上下      様々な質感や色の和紙を加えながら、さらに上下の方 




    
図 5-45 《地をつなぐ》制作経過⑤         図 5-46 《地をつなぐ》制作経過⑥ 
 画面の中央付近より下に、山を俯瞰的に見下ろした     本文でも触れたように、画面の上部に継いだ異なる作 
空間が形作られてきたところで、画面上部に紙継ぎを    品は、色を対比させながら螺旋状の動きを出したが、奥へ 












    
図 5-48 露出した繊維に添える描画①        図 5-49 露出した繊維に添える描画② 
 図 5-40 のような状態の和紙に描く際は、露出した     画面内の表現に合わせて色を変えながら、和紙の繊維の 
繊維の状態に合わせるような描画となった。        状態に近づけた線を加え、描き込む。 
 
    
図 5-50 露出した繊維に添える描画③        図 5-51 露出した繊維に添える描画④ 
 繊維に近づけた描画が立ち込める雲の表現となって    雲の表現が進んだところに、山に由来する人工物を描く。 
見えてくる。 
 
   
図 5-52 《地をつなぐ》制作経過          図 5-53 《地をつなぐ》制作経過 




         
図 5-54 筆者作《むげん》               図 5-55 《地を透かす》制作経過① 
  手を加える前の作品。図 5-48と比較すると          《むげん》の画面最上部と画面下部に手を加えた。 
状態の変化が見て取れる。                  上図は実際の展示空間に吊るした状態であり、画面 
上部が逆光となっている。 
 
          
図 5-56 《地を透かす》制作経過②           図 5-57 《地を透かす》制作経過③ 
  実際の展示空間に作品を吊るした状態で、画面下部を     流れの部分を一旦すべて切り取った状態。こ 




    
図 5-58《地を透かす》制作経過④     図 5-59 《地を透かす》制作経過⑤ 
 再構成を行っている全体像。全体の     再構成部分の詳細。色の濃淡やグラデーションに変化が生まれるように 
バランスもとりながら作業を進める。    紙継ぎを行い、流れの勢いを表現する。 
 
    
 













   
図 5-62 《道標-地をつなぐ》制作経過①       図 5-63 《道標-地をつなぐ》制作経過②  
 表現の主となる部分を作ることから始める。紙の裏側も   表現の主となる部分に、揉み紙を施した紙、箔、経木な 
適宜採用しながら、大きさや向きのリズムを付け、紙を継  どの素材を織り交ぜ、素材の表情にさらに変化をつける。 
いでいく。 
  
    
図 5-64 《道標-地をつなぐ》制作経過③      図 5-65 《道標-地をつなぐ》制作経過④ 
 図 5-55 と同様に、表現の主となる部分を形作る。     さらに揉み紙によって質感を変えた和紙を継ぐ。本図の 









    
   図 5-66 《道標-地をつなぐ》制作経過⑤ 
    背景に当たる部分などを継ぐ。この時点での大きさは、160×130 ㎝ほどで、全体の下部となる。 
 
 
   
図 5-67、68、69(左より)   図 5-59の状態の《道標－地をつなぐ》に用いた各部分    
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図 5-70 《道標-地をつなぐ》制作経過⑥    図 5-71 《道標-地をつなぐ》制作経過⑦  
   斜めの向きを加え、大まかな動きを検討する。   色の濃淡や明暗を対比させ、前後関係を検討する。 
 
    
図 5-72 《道標-地をつなぐ》制作経過⑧       図 5-73 《道標-地をつなぐ》制作経過⑨ 




    
図 5-74 《地を抱く》制作経過①          図 5-75 《地を抱く》制作経過② 
 紙片をマスキングテープで仮止めしながら、どのよう    紙を菱形に傾け、山並みに見立てながらさらに検討 
な表現と作品の形態にしていくかを検討する。       を行う。 
 
     
図 5-76 《地を抱く》制作経過③           図 5-77 《地を抱く》制作経過④ 
 山並みの配置が決まったところで、紙継ぎを行う。      仮止めによる検討と紙継ぎによる決定を繰り返して 
この時、様々な質感や素材の紙、古紙を継ぎ、植生によ    流れの動きを作り、それに合わせて山や大地の稜線に 




       
図 5-78 《地を抱く》制作経過⑤          図 5-79 《地を抱く》制作経過⑥ 
実際の展示空間にて作業を行った。            動きや向きを検討しながら、流れを拡張させる。 
 
    
図 5-80 《地を抱く》制作経過⑦            図 5-81 《地を抱く》制作経過⑧ 









    
図 5-83《軌道》制作経過①  図 5-84《軌道》制作経過②  図 5-85 《軌道》制作経過③ 






   
図 5-87 《軌道》制作経過⑤         図 5-88 《軌道》制作経過⑥ 


















































図 5-94 《軌道》部分図⑤              図 5-95 《軌道》部分図⑥ 
軌道の部分では水の跡を消さないように関わりながら描き、  描いたものの間に浮かび上がる余白の形を画面内に 
さらに人工物を描き加えた。                 活かし、灯篭や石碑、鳥居などの人工物を描く。 
















































 図 5-100《地をつなぐ》の展示風景 
 
 




図 5-102《地を透かす》展示風景 日が落ちて、後方からの自然光が弱まり、前方からの光が徐々に強くなる。 
 
      


















































                     
 




図 5-111  筆者作《軌跡/軌道》 2014年、和紙に顔料,染料,膠、420×180 ㎝ 
図 5-112 KAMIKOANIプロジェクト旧小沢田小学校での展示風景 (KAMIKOANIプロジェクト記録集より転載) 


























































































































































































































































































































































































































Electrophoresis」『生物物理化学』(東京大学伝染病研究所、1956 年)と H.G.Kunkel 等
による「Methods of Biochemical Analysis」(1954 年)の報告書との関わりを中心に、
引き続き調べを進めていく。また、近代日本画における「支持体」の文献面からの調査
を進めていくにあたって、日本画家が執筆した技法書だけでなく日本画材店の商品目録



























































表 1 本論で取り上げた筆者の作品のデータ 









《地をとらえる》 2011年 和紙に顔料,染料,膠 361×200㎝ 亀山市東町商店街(三重県亀山市) 
アート亀山 2011 





資料 4 《地をつなぐ》 2012年 和紙に顔料,染料,膠 320×150㎝ 伊勢現代美術館(三重県伊勢市) 
個展 
資料 5 《地を透かす》 2012年 和紙に顔料,染料,膠 772×222㎝ スパイラル(東京・青山) 
C-DEPOT2012 TOKYO-YOKOHAMA 
資料 6 《道標－地をつなぐ》 2013年 和紙に顔料,染料,膠,
経木,箔 
510×150㎝ Art Space Alres 
(茨城・ひたちのうしく) 




飛鳥 art village2012 








資料 10 《軌跡/軌道》 2014年 和紙に顔料,染料,膠 420×180㎝ 旧小沢田小学校(秋田県上小阿仁村) 
KAMIKOANI プロジェクト秋田 2014 
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資料 5 筆者作《地を透かす》 
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図 1～2 筆者撮影 
図 3 《ポルタゴ侯爵》(第二ヴァージョン) 『DIC 川村記念美術館』DIC 川村記念美術館、2011 年、
121 頁 
図 4～13 筆者撮影 
 
第 1 章 
図 1-1 《明暗》 會津八一記念博物館近代美術データベース、2003 年 
図 1-2 仮張りと本紙の図式 『日本画の新技法』笠岡書房、1947 年 
図 1-3 仮張りに本紙を張込む制作風景 『新日本画の技法』美術出版社、1951 年 
図 1-4 木枠(キャンバス用)にベニヤ板を打ち付けたものを仮張りとして用いる 『日本画の技法』美
術出版社、1953 年、29 頁 
図 1-5 1960 年代の町の画廊風景(日本画の展示風景)  『日本画入門』保育社、1968 年、4 頁 
図 1-6 聖徳記念絵画館壁画 日本画 明治神宮外苑『明治神宮 聖徳記念絵画館壁画』明治神宮外 
苑、2008 年、11 頁 
図 1-7 《東京御着輦》 『明治神宮 聖徳記念絵画館壁画』、44 頁 
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  本論文を執筆するにあたり、多くのご指導とご支援を賜りました。 
  学位論文の審査において、主査としてご指導賜りました筑波大学藝術系教授の仏山輝美先生 
に深く御礼申し上げます。仏山先生には、終始親身なご指導を頂き、本当に多くの時間を割い 
て頂きました。 
学位論文の審査において、副査としてご指導賜りました筑波大学藝術系教授の守屋正彦先生 
に深く御礼申し上げます。守屋先生には博士課程への進学から大変お世話になりました。守屋 
先生の温かいご指導と激励に支えられて、研究を形にすることができました。 
学位論文の審査において、副査としてご指導賜りました東京藝術大学大学院美術研究科文化 
財保存学専攻保存修復日本画研究室准教授の荒井経先生に深く御礼申し上げます。荒井先生に 
は、筆者の東京学芸大学教育学部在学中より、日本画の研究や制作に関して大変お世話になり 
ました。また、学位論文審査においては貴重なご指導とご助言を頂きました。 
そして、学位論文の審査においては副査として、また何より指導教員として日々のご指導を 
賜りました筑波大学藝術系教授の藤田志朗先生に深く御礼申し上げます。藤田先生の日頃の教 
えを忘れずに、今後も制作研究を続けてまいりたいと思います。 
 本論文の執筆にあたりご指導賜りました筑波大学藝術系教授の太田圭先生、日頃の研究指導 
を賜りました筑波大学藝術系准教授の程塚敏明先生、山本浩之先生に心より御礼申し上げます。 
 本研究においてインタビューをはじめ、様々なご協力を頂きました東北芸術工科大学美術科 
日本画コース教授の三瀬夏之介先生に心より感謝申し上げます。 
 最後になりますが、私の長い学業生活を許し、見守ってくれた家族に心より感謝申し上げま 
す。そして、いつも応援し、心の支えとなってくれた妻に心から感謝申し上げます。 
